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【要約】

戦後の小学校理科において、「月の満ち欠け」に係る内容が初めて学習指導要領に位置づけられたのは昭和43年

告示の学習指導要領であり、その後は平成元年及び平成20年告示の学習指導要領にも位置づけられている。

しかし、地球から見た月と太陽の位置関係や月の形の変化などから、月が満ち欠けする仕組みを推論することはか

なり難しい。そのため、指導に当たっては月の形の変化や位置を太陽との関係で観察することを基本として、月の動

きや月の満ち欠けを考える映像教材やモデル実験などを活用することが望ましい。本稿ではマンション等の屋上に設

置された球形水槽や運動会等で用いる大玉の教材化を通して本課題に迫ることにした。

【キーワード】学習指導要領、小学校理科、天文教材、月の満ち欠け、映像教材、モデル実験、球形水槽、大玉
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【Summary】

Inpostwarelementaryschoolscience,itisthegovernmentguidelinesforteachingoftheShowa43notificationthatthe

contentsconcerning"themoonbefullandlack"werepositionedbythegovernmentguidelinesforteachingforthefirsttime.

anditispositionedbythegovernmentguidelinesforteachingoftheHeiseifirstyearandtheHeisei20notificationafterthat

However,itisquitedifficulttoreasonthemechanisminwhichthemoonisfullanditismissingfromthespatial

relationshipoftheseenmoonandthesun,changeoftheformofthemoon.etc.fromtheearth.Therefore,itisdesirable

toutilizetheimageteachingmaterialswhichamotionofthemoonandthemoonbefullandlackofobservingchange

andthepositionoftheformofthemoonbyarelationwiththesunininstruction,andconsiderachip,amodel

experiment,etc.Inthispaper,itdecidedtoapproachthissubjectthroughteaching-materials-izingoflargeballusedat

theglobularformtankinstalledintheroofs,suchasanapartment,anathleticmeet,etc.

【kyewords]Governmentguidelinesforteaching,Elementaryschoolscience.Astronomicalteachingmaterials,The

moonbefullandlack,Imageteachingmaterials,Modelexperiment,Globularformtank,Largeball

1はじめに

今次の小学校学習指導要領の改訂（平成20年3月

告示）に伴い、第6学年B区分に「(5)月と太陽」が位

置づけられ、小学校学習指導要領解説理科編には、追

加する内容として「月と太陽（第6学年)」を上げて

いる。そのため、教育現場では本内容を新内容として

受け止めていることが多い。

しかし、本内容は平成元年告示の小学校学習指導要

領で、ほぼ同一の内容、或いはそれ以上の内容として

第5学年に位置づいている。言わば、平成10年告示

から平成20年告示までの10年間は、本内容が小学

校理科として指導されていなかったことになる。

学習指導要領の改訂は社会的な背景や子どもの学習

状況等によって、内容の充実や精選・厳選が繰り返さ

れてきたが、本内容は平成元年及び同20年告示の外

にも、昭和43年告示の学習指導要領に位置づいてい

る。また、昭和22年及び昭和27年の学習指導要領

（試案）に基づく教科書や戦前の教科書にも本内容は

掲載されている。このことからも本内容は長く小学校

で指導されてきたことが分かる。

特に、都市化が余り進んでいない時代や豊かな自然

に囲まれた地域にあっては、子どもたちにとって、月

は身近な存在であり、月の満ち欠けは興味ある現象で

あったと言えよう。
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このような状況の違いはあるが、本内容は子どもた

ちにとっても教師にとっても大変理解しにくい内容で

あると言ってもよい。特に、若い教員の中には学習指

導要領上の位置づけがなかったことで小中学校で学習

していない者もおり、今後は教員の研修を含め、教材

開発と指導法の研究が大きな教育課題になる。

そこで、本稿では主に子どもの「月の満ち欠け」に

係る理解を補うために、月を想定したマンション等の

屋上に設置された球形水槽や、運動会等で使用される

大玉が、太陽の光を受けてどのように見えるのかを、

太陽と月（球形水槽等）と地球（学習者）の位置関係

で捉えられる教材の開発について論ずる。

また、学習指導要領（試案）に基づく教科書では、

月の満ち欠けについて、次のように記述されている。
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〔図n小学生の科学(4年）昭和23年文部省著作
2「月の満ち欠け」の学習指導要領上の位置づけ

平成20年告示の小学校学習指導要領には第6学年

B区分に「(5)月と太陽」として「月の満ち欠け」に係

る内容が位置づけられたが、本内容と類似の内容は過

去の小学校学習指導要領に何度か位置づけられてきた。

次に、その内容に関して小学校学習指導要領上の記

述を時系列で示す。

昭"743年告示小学筏学習祷壊要顔

く第6学年C区分＞

II地球の形や動きを理解させる。

ア月は太陽の光を受けて輝いている球体であり，輝

いている部分の地球からの見え方によって，月の

形が変わって見えること。（イーエは省略）

〔図2〕小学生の科学（5年）昭和24年文部省著作

、巳
雫成元年告示小学筏学習楕嬢要瀕

く鋪5学年C区分＞

(2)太陽と月の形や位置などを観察し、それらの動き及

び位置の関係を調べることができるようにする。

ア太陽や月は絶えず動いていて、東の方から出て南

の空を通り西の方に入ること。

イ太陽や月は球形をしているが、月は日によって形

が変わって見え、月の輝いている側に太陽がある

こと。

ウ月の表面の様子には太'場と違いがあること。

－

〔図3〕小学生の理科（4年中）昭和26年二葉刊

畢

蕊成20¥i崇示小掌筏学鵬蝋要瀕

く第6学年B区分＞

(5)月と太陽を観察し，月の位置や形と太陽の位置を調

べ，月の形の見え方や表面の様子についての考えを

もつことができるようにする。

ア月の輝いている側に太陽があること。また，月

の形の見え方は，太陽と月の位置関係によって変

わること。

イ月の表面の様子は，太陽と違いがあること。

〔図4〕小学生の理科（5年上）昭和26年二葉刊
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しかし、小学校段階の子どもの空間認識の発達から

判断すると、地球から離れて宇宙空間における地球・

月・太陽の位置関係や、それらの天体の動きや見え方

等を推論することは容易ではない。そのため、本段階

での指導はあくまでも地球から見た月や太陽の位置関

係と動きや見え方に止めることが望ましい。

したがって、指導に当たっては毎日変化している月

の形や位置、月面の模様等の観察及び月と太陽の位置

関係から月の満ち欠けが起こる仕組み等に関する仮説

を立て、モデル実験等を通して検証するようにしたい。

(2)月の形に関する認識

月は毎日月齢を変えて、地球から見える形を変えて

いるが、それをどのように捉えているかについて、

小学6年（62名)、大学2年（82名）を対象に調査し

た。なお、大学生は小学校教員を目指す学生である。

ここでは、〔図7〕に示す月のいろいろな形を提示

し、設問「あなたは、次の形の月を見たことがありま

すか。月の形の番号に○をつけなさい｡」とした。

①②．③④⑤

qrirams
⑤．⑦。③⑨⑩

回E2E3EP]
〔図7〕設問で示したいろいろな形の月

本調査の結果を〔図8〕に示すが、多くの子どもは

三日月（ここでは①②とする)、上弦の月、満月、下弦

の月を選択しているが、実際には見られない月の形で

ある⑨⑩を選択した者もおり、学習や日常生活におい

て月を正確に観察した体験が少ないように思われる。

このことは、大学生においても同様なことが言え、昼

間の月から始まる正確な月の観察の必要性を痛感する。

〔図5〕小学生の理科．（6年中）昭和26年二葉刊

学習指導要領（試案）の時代には、〔図1〕〔図2〕

に示すように、文部省著作の「小学生の科学」の4

年・5年の2学年で月の満ち欠けに係る内容が掲載さ

れている。同様に〔図3〕〔図4〕〔図5〕に示すよう

に、二葉株式会社刊の教科書では4年・5年・6年の

3学年で、月の満ち欠けに係る内容が掲載されている

ことは大変興味深い。

また、月の満ち欠けに係る内容の指導は、戦前の理

科教育においても行われていた。〔図6〕は大正元年

文部省著作の高等小肇理科書（第二肇年見童用）であ

る。対象学年は現在の小学6年にあたるが、現行の学

習指導要領の内容とほぼ一致していることが分かる。

，q『 こう

○ ○ で

％と初ような形の月蓋届たか〔図6〕高等小筆理科書（第二豊年）大正元年文部省著作

以上のことからも、月の満ち欠けに係る内容は古く

から小学校段階で指導されてきた。このことは、月が

子どもたちにとって、現在の状況より身近な対象であ

り、その満ち欠けは興味・関心の対象となり得たのだ

と考えられる。但し、時代と共に理科教育の考え方に

変化があり、月の満ち欠けについて実感を伴う理解が

どれだけなされてきたかについては疑問が残る。
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3月と太陽の位置関係による月の形の見え方

11)小学校段階での指導

地球から見た月の形は、月と太陽の位置関係によっ

て変わって見える。近年、宇宙科学の進展に伴い、宇

宙から見た月や地球等の映像や天体の位置関係に関す

る多くの情報が提供されるようになった。

〔図8〕いろいろな形の月に関する認識の状況

(3)月が満ち欠けすることの推論

地球から見る月の形は、地球と月及び太陽の位置に

よって決まり、この3つの天体の位置関係が変わるこ

とによって、地球から見る月の形は変わって見える。
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そのため、月が満ち欠けする仕組みを推論するに

は、月も太陽も常に同じ方向に移動しているが、時間

の経過と共に地球から見た月と太陽の離角が広がって

いく（月は太陽より見かけの移動速度が遅く両者は離

れていく）ことを理解していることが必要である。

また、月は太陽と同様に球形をした天体であるが、

太陽光線が月に当たっている際に、地球から月を見る

と、その欠け際が弧を描いて見えたり、直線になって

見えたりする。

そこで、月の満ち欠けの理由をどのように認識して

いるかについて、小学6年（95名)、大学2年(117

名）に〔図9〕に示す調査を行った。なお、大学生は

前の設問と同様に小学校教員を目指す学生である。

％この月ば夕方と七仁蒐ら宛るか
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〔図11]夕方、三日月の見られる方向

設問(3)は三日月がどうして見られるのかをを間うて

いるが、調査結果は〔図12〕の通りである。

太郎さんは､夕方､右のような月を見ました。

(1)この形の月は､なんという名前の月ですか。 ↑一等し
てての月力f届られるのか５
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_ノ(2)この月は､夕方､どの方向で見えたのですか。
見たと思われる方向の（）の中に○をつけなさい。
（）東（）南東

（）南（）南西
（）西（）その他

‐
一

(3)この月は､どうして､このような形に見えるのでしょうか。
図やことば使って説明してください。

〔図9〕月の満ち欠けについての認識調査

設問(1)は月の名称を問うているが、〔図10]に示す

ように小学生の91％、大学生の76％が「三日月」

と回答している。しかし、大学生の12％が「下弦の

月｣、3％が「下弦の三日月」と回答している。設問で

示した月は「三日月」であり、「半月」にも「下弦」に

もなり得ないため、大学生の回答に気になる点がある。

〔図12〕三日月に見える理由

本調査は、小学生に関しては学校で月の満ち欠けに

係る内容の授業を未だしていない時期に実施したが、

〔図3〕の教科書に掲載された説明図のような〔図

13]等の図を用いて、中心にある地球の周りを太陽

光を半分だけ受けて回転する月の図を用いて説明して

いる子どもが12.5％いた。多分、この子どもは受験

塾等で月の満ち欠けについて学習していたのではない

かと考える。また、23.5％の大学生が類似の図を用

いて説明していた。

％この月ぱ河と言う月か
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〔図10〕三日月の名称

設問(2)は提示された三日月が夕方どこに見えるかを

間うているが、〔図11]に示すようにここでは小学生

と大学生の顕著な違いは現れていなかった。

しかし、正答の範囲である南西（小学生34.5％、大

学生35％）及び西（小学生18％、大学生17.5％）を合

わせても共に52.5％で通過率としては低い。しかも、

夕方の三日月としてはありえない、南東や東及び南を

回答する割合も高い。このことから、三日月の見える

位置を方位として見ていないのではないかと考える。

ざ_？

『ノの紬と
一キー一一一福一一一一一一一一。

’ F

〔図13〕三日月に見える理由（モデル図）

しかし、小学生も大学生も、「光が当たっているか

ら」「光が当たっている部分が光っているから」等と

文章で回答する者が多かったが、その理由については

どの程度詳しく考えているかについて、それ以上推察

することは出来なかった。
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4教材・資料等の活用

月の満ち欠けが起こる理由を考えるとき、月も太陽

も同じような動き方をしているが、月の方が太陽に比

べて、見かけの速さが遅く、月の出は毎日50分程度

遅れることを理解していることが必要である。

そこで、前述の課題を解決するため、次のような映

像資料やモデル実験を通して、天体の動きや月の満ち

欠けを体験的に実感できるような教材開発を行った。

11)月が常に動いていることを捉えられる映像教材

子どもが天体の動きを捉えるのは、同一の天体が時

間の経過に伴って位置を変えていることから、天体が

移動したことを推論することができる。しかし、子ど

もたちが天体の位置を高度と方位で正しく記録するこ

とはかなり難しいことである。

そのため、天体の移動を実感して理解するために

は、天体の位置を〔図17]のように電線や樹木等と

対比して記録し、動きを推論したり、〔図18〕のよう

に1分間隔で天体の位置を撮影した画像をパソコン上

でスライドショーとして投影することにより、天体の

動きをより理解し易くする。

一方、三日月に見える

理由として、小学生はそ

れぞれの割合は高くはな

いが、「太陽に隠されて」

「地球に隠されて」「雲

に隠されて」等と物によ

る遮蔽をあげる者が合わ

せて20％いた。

太隔と承痢,,識､5．

加可＆

負
辱
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名

〔図14]三日月に見える理由（月が太陽に隠された）

（ノ
、

、

一

土も働豊い

〔図15〕三日月に見える理由（月が地球にI隠された）

13）この月は、どうしてこのよう騒形に見え庭のでしょうか．あなだのきえを
図や君璽駁と使って鋭醗してください．

●雲ｸ"う次7/5-'i鋤
心
４

既うﾉし
〔図17]電線にかかる月の位置の変化の映像教材

〔図17]は電線にかかる月の画像であるが、時間と

共に月の位置が変化しており、月の動きを推論し易い。

同様に樹木の枝の間に月が見られる位置に観察者が移動

して、枝と月の位置関係から月の動きを推論することも

できる。月の視直径は約0.5｡のため、月の直径分だけ月

が動くのに約2分かかることになるので理解し易い。

〔図16]三日月に見える理由（月が雲に隠された）

それに対して、大学生は「地球に隠されて」とする

者が27.5％もいることが意外だった。このことは、

平成22年7月に日本で46年ぶりの皆既日食が見ら

れたことに関する報道で、日本中が日食についての関

心が高まったことを考えると、日食の起こるわけと月

の満ち欠けの起こるわけを混同して考え、誤った解釈

につながっていたのではないかと考える。

また、小学生が月の満ち欠けに係る内容を学習する

前には、「三日月は太陽の陰になって丸い月が欠けて

見える」と考えている者がいる。このことは、月が球

形をしていることや、球に光が当たったときの見え方

を理解していないからである。同様なことは大学生に

ついても言える。月の見え方については、立体図形の

見方が出来ていることが必要である。

月の満ち欠けに係る内容が学習指導要領に位置づけ

られなかった期間は近年では、平成10年～20年の

10年間である｡したがって、現在の大学生は小中学

校で本内容の授業を受けていないため、このような結

果になったと考えられる。しかし、小学校6年生に指

導することになる教員がこのままの状況であることは

憂慮すべきことである。
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〔図18高層ビルから昇る月を1分間隔で撮影した映像教材の一部

(2)太陽と月の見かけの速さの違い

太陽は短期間であれば、日が変わっても同時刻には

ほぼ同じ位置で見られる。しかし、月は天空上を毎日

少しずつ太陽より東側の位置にずれて見られる。これ

は太陽に比べて月の見かけの速さが遅いからである。

この月と太陽の位置関係の変化が月の満ち欠けの原

因の一つであり、子どもはこのこと（見かけの月の速

さが遅いこと）を理解していることが必要である。
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〔図21〕学校の近くや街の内で見られる球形水槽等

球形水槽を、同一点で観察を続けると、太陽の移動

に伴って球形水槽上の輝いている部分が変化して見え

ることが分かる。また、場所を移動して球形水槽を見

ることによって、見え方（輝いている部分の形）が変

わっていくことも捉えられる。

この場合、実際の月の観察を大切にし、その月の観

察記録と比較しながら、モデルの月（球形水槽）の見

え方の変化を観察することが大切である。このモデル

の月の観察は現実に近く、子どもたちの空間認識を育

てる上でも大変有効である｡

〔図22〕はモデルの月の見え方と現実の月の形の

変化を比較したものであるが、その形の変化は大変似

ており、月が満ち欠けするわけを理解し易い。

､_ノ
L－－

〔図19〕沈む月と金星（右が1時間後の映像）

月と他の天体（例ば金星）の位置関係は、〔図19〕

に示すように時間の経過に伴って変わり、月は他の天

体より見かけの速さが遅いことが分かる。
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|’〔図20〕日食の形の変化（部分日食と金環日食）

また、日食の際の月と太陽の位置関係の映像から

も、太陽と月の見かけの速さの違いを捉えることがで

きる。〔図20〕は部分日食及び金環日食の画像である

が、日食では月も太陽も移動しながら食分が進行して

いく。それは、太陽と月の見かけの移動する速さが異

なっていることから食分が進行するのである。すなわ

ち、両天体が移動しながら、太陽が月に追いつき追い

越していくからである。

(3)球形水槽を活用した月の満ち欠けのモデル実験

暗くした教室内で月に見立てたボールに光を当て、

光の陰影から月の満ち欠けを考えるモデル実験が教室

で行われることがある。このモデル実験では、月に見

立てたボールの大きさや太陽光に見立てたライトスタ

ンドや懐中電灯の明りが、実際の月や太陽光をイメー

ジしにくいこと、教室を暗くしなければならないこ

と、スケールが小さいこと、等々から若干馴染まない

点があり再考の余地がある。

筆者は、これらの点を考慮して、学校や街の内に存

在するマンション等の屋上に設置された球形水槽の教

材化を提案する。近年、球形水槽は各地に設置される

ようになり、子どもたちにとって身近な存在である。

しかも、月に見立てた球形水槽は離れた高い所にある

ため、月をイメージし易く、実際の太陽光を受けた陰

影を観察できるため、より現実的である。

’月齢2の月

L

月齢9の月

劃

鞠
‘Z
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〔図22〕月の満ち欠けと球形水槽の見え方の対比

帝京短期大学の屋上からは、近隣のマンションの屋

上にある球形水槽の陰影を観察できる。天気のよい日

には、〔図23〕のように、この球形水槽に太陽光が当

たり、輝いている部分が時間の経過に伴って変化して

いく様子が分かる。そのため、本水槽の教材化に当

たっては、月の観察と併せて10～15分間隔の映像教

材を活用することが有効である。
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〔図23〕球形水槽の時間経過に伴う陰影の見え方の変化

マンション等の屋上に設置された球形水槽に太陽光

が当たると、空が澄んだ晴天の日であれば、球形水槽

の明暗をはっきり観察できる。

〔図23〕は帝京短期大学屋上から南側にある隣接

のマンション屋上に設置された球形水槽の様子を10

分間隔（途中から天候の関係で時間間隔を変更した）

で撮影した画像である。撮影日は平成20年11月4

日で、この日の日の出時刻は6時6分、日の出方向は

真東より南に寄っている。そのため、観察開始時刻の

9時の時点の太陽は余り高くはなく、東南東の方角に

位置していた。

9：00の撮影開始時の太陽は、観察者のほぼ背中側

にあり、球形水槽は太陽光をほぼ全面で受けている状

態で、右下の一部に陰が出来ている。その後、時間の

経過に伴って太陽は南に回り高度を増し、観察者から

見る球形水槽が太陽光を受ける面は徐々に狭くなり、

反対に陰の部分が広がっていった。

11:00には、太陽光が球形水槽を照らしている部

分は観察者から見られる部分の約半分近くとなり、月

に見立てた球形水槽は半月に近い状態に見えた。

このように、観察地点を固定して球形水槽を観察し

続けると、時間の経過に伴って月の満ち欠けと類似し

た現象が時間を短縮して捉えることが出来る。しか

し、授業として指導する場合、半日も観測し続けるこ

とは不可能であるため、休み時間等を利用して間隔を

おいて観察し、記録するようにする。このことによ

り、球形水槽が太陽光を受けて明暗の部分が変化して

いくことを捉えるとともに、月の満ち欠けの仕組みを

容易に推論することが出来るのである。

10:5111:00

Z月4日／綜京短期大業屋上から見た球形水鍾／撮影地点固定

／
〆

〆
〆

〆

〔図24〕球形水槽を観察する子ども

太陽光を受けた球形水槽が時間の経過に伴い明暗が

変化していく様子は、〔図23〕の画像を提示すること

で捉えやすくなるが、月の満ち欠けを推論するために

は、実際に野外で観察をすることが望ましい。

その際、月に見立てた球形水槽の位置、太陽の方向

及び観察者の立つ地球の位置を確認し、観察者が両腕

を伸ばして、太陽と球形水槽のそれぞれを指して、3

つの天体の位置関係を明確にすることが大切である。

その上で、球形水槽の明暗の変化から月の満ち欠け

の仕組みについて推論するようにする。

（時分） （時分）〈時分）

〔図25〕場所を移動して観察した球形水槽の明暗の記録
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(4)大玉を活用した月の満ち欠けのモデル実験

これまで、マンション等の屋上に設置された球形水

槽に太陽光が当たってできた明暗が時間の経過に伴っ

て変化することの観察を通して、月の満ち欠けを推論

するモデル実験について述べてきた。

しかし、近年、この種の球形水槽の普及が広がり、

学校周辺や街の内でよく見られるようになってきたと

はいえ、農山村部など地域によっては殆どその存在が

なく、この実践を行うことが不可能な場合もある。

そこで、球形水槽に代わり、どこの学校にもある運

動会で使用する大玉を用いる教材化を提案する。この

利点は前にも述べたように、①大玉はどこの学校にも

あること。②大玉は子どもにとって身近な存在であり

興味をもち易いこと。③大玉を校庭の真ん中に置いて

学級の全員が観察できるなど観察場所を自由に選べる

こと。④観察地点を固定して時間の経過に伴って大玉

の明暗の変化を観察できること。⑤大玉を中心にして

その周りを観察者が回って大玉の明暗の変化を観察で

きること。等々が上げられる。

一方、欠点としては、①球形水槽と違い、マンショ

ン等の屋上に設置されているのではなく地面もしくは

若干高い所に置かれるため、月と太陽と地球の位置関

係をイメージし難いこと。②球形水槽と違い、大玉は

光を反射しにくい素材であるため明暗の差が出にくい

こと。等が上げられる。

次に、帝京短期大学校庭でテニス用の審判台に乗せ

た大玉を観察者の場所を固定して時間の経過とともに

観察した太玉の明暗の変化の様子〔図26〕と、観察

者が大玉を中心にして、11.25･ずつ移動して観察し

た太玉の明暗の変化の様子〔図27〕を示す。

〔図26〕では、13:40には大玉の輝いている部分

が月齢1!)の月のように見えるが、16:10には月齢21

の月のように変化している。この見え方の変化は〔図

27〕のように観察者が移動した方が顕著である。
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ヨ一

一
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16:00 16:0015:5015:40

一一

一
一

16:20(一部建物の陰に入る)16:30
【j撮影ノ平Z成22年8月I

16:4016:10
7日／諾二京y鏡瑚大学桟庭／撮影地,点固定

〔図26〕太陽光を受けた大玉の時間経過に伴う明暗の変化（観察者固定）
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〔図27〕太陽光を受けた大玉の周りを移動することによる明暗の変化（観察者移動）
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5まとめ

これまでに、小学校理科における「月の満ち欠け」

に係る内容の学習指導要領における位置づけ、並びに

その内容の理解のための教材開発について述べてきた。

月の満ち欠けの．仕組みについて、推論し理解してい

くことは、時間空間認識の視点からみて大人を含めて

子どもたちにとっても、かなり難しいことである。

学習指導要領に位置づいている内容を、仮に学校で

学習しないでいても、日常生活の中で自然に理解され

ていく内容もある。しかし、月が満ち欠けする仕組み

に係る内容はその種ではない。

そのことは、先に述べた実態調査で学習指導要領に

月の満ち欠けに係る内容が位置ついていなかった期間

に小学校教育を受けた大学生と、未だ月の満ち欠けに

係る内容の授業を受けていない小学生と殆ど同じよう

な認識をしているとする調査結果からも明らかである。

(1)空間における立体的な見方

月の観察から月の満ち欠けの仕組みを推論するため

には、ある程度の時間・空間の認識が育ち、空間にお

ける物体を立体的に見ることができる能力が育ってい

ることが大切な条件である。

尋常小学読本唱歌『月」（明治43年制定）の歌詞

に「出た出た月がまわるいまあるいまん丸い、盆

のような月が」とある。この月は満月を指していると

思われるが、平面としての『盆』なのか、立体として

の『球』として捉えているかが大きな課題である。

〔図28〕は、桶の蓋（平面）に光を当てた時の明

暗である。左は蓋の平面に正対した方向から光を当て

ているが、正に小学唱歌の「まんまるい」になって見

える。それに対して、右は蓋の平面に平行な方向から

光を当てているが、平面の円の部分は陰になり、切り

口部分には光が当たって細長く輝いている。
司

－

〔図28〕桶の蓋（平面）に光を当てた時の明暗

それに対して、〔図29〕はボール（立体）に光を当

てた時の明暗である。左は光の方向に対して90°の位

置で見ると半月のように見える。右は光の方向に対し

て約15°の位置で見ると月齢18の月のように見える。

9 一-二
一

’

〔図29〕ボール（立体）に光を当てた時の明暗

上述のことから、子どもたちが実際の月を観察し

て、月の満ち欠けの仕組みを調べるモデル実験を考え

たり、推論したりするためには、月は球形をしている

という認識をもっていることが必要である。

(2)実際の月の満ち欠けとモデル実験をつなげる

モデル実験はあくまでもモデルである。そのため、

実際の空で毎日、月の形が変わっていく様子を観察す

ることが基本であり、その後で、モデル実験で仮説を

検証していくようにする。

モデル実験として球形水槽の明暗の変化を、月の満

ち欠けと関係づけて考える際に、可能であれば〔図

30〕のように、実際の月の形と球形水槽の明暗の見

え方が同じようにな

る場所を選んで観察

したり、映像資料を

提示したりすること

を通して、実際の月

の満ち欠けとモデル

実験とをつなぐこと

が出来るのである。 〔図30〕月と球形水槽の明暗
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